
図表　「Ｄ社　サプライヤーマネジメント対応基準」

Ｒａｎｋ 呼称〔例〕 定義〔例〕 運用〔例〕 留意点　（★価格転嫁〔例〕）

Ｓ 戦略パートナー

密着性強

戦略共有

トップ対トップの関係性強化

経営計画推進との一体活動

年間表彰／サプライヤー会会員

お互いの経営リソースを有効活用

強固な信頼関係構築

両社財務状況等共有

★コストテーブル共有適時自動反映

Ａ 重要パートナー

密着性強～中

戦術共有

自社役員対サプライヤー役員以

上の関係性強化

部門アクションプランとの一体

活動

定期的面談・課題共有

サプライヤー独自能力把握／利活用

両社財務状況等共有

★コストテーブル共有価格転嫁遅れ防止

Ｂ 主力パートナー

密着性中

生産計画共有

調達責任者対サプライヤー役員

以上の関係性強化

ランクＡ洗替基準設定／運用

定期的面談・課題共有

両社財務状況等共有

★主力品のコストテーブル共有価格転嫁

遅れ防止

Ｃ

請負パートナー

〔構内請負／工程

外注等〕

密着性強

工程情報共有

生産担当役員対請負先トップの

関係性強化

工程認定制度共有／運用

管理技術共有／変化点管理徹底

作業標準等改定共有

★コストテーブル共有適時自動反映

Ｄ 標準品パートナー 密着性中～低

調達管理職対役員の関係性強化

ＶＥ提案制度

調達属性により別途設定

★半期／回定期面談により協議

Ｅ 一般パートナー 密着性低

調達監督者対管理職の関係性保持

ＶＥ提案制度

調達属性により別途設定

★半期／回定期面談により協議

Ｆ 試作パートナー 密着性強～中

エンジニア担当役員対トップの

関係性強化

コストエンジニア／原価企画

コストテーブル共有適時自動反映

★都度見積／査定による協議

Ｇ スポットパートナー スポット取引

諸口

内容により関係性設定

可能な限り自動化／拡大しないこと

　運用方法

年１回洗い替え基準をもとにサプライヤーランク設定

選定者は、製造部長／調達部長／技術部長等評価表にて検討

特に、量産期間〔例３～５年間等〕が長いものや標準部品採用は、量産試作前・量産時

・終売保守期に分け選定

　

今

号

は

最

終

回

と

し

て

、

現

在

進

行

中

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

も

含

め

、

２

０

３

０

年

の

「

価

格

転

嫁

の

あ

り

方

」

に

つ

い

て

述

べ

ま

す

。

こ

こ

数

年

「

価

格

転

嫁

」

の

ル

ー

ル

と

運

用

は

大

き

な

過

渡

期

に

な

っ

て

い

ま

す

。

現

状

認

識

と

し

て

、

２

０

２

４

年

６

月

�

日

中

小

企

業

庁

が

発

表

し

た

「

価

格

転

嫁

調

査

」

（

３

０

０

０

社

対

象

）

の

回

答

率

が

�

・

５

％

と

な

っ

て

い

ま

す

。

正

直

に

報

告

し

て

し

ま

う

と

そ

の

回

答

で

顧

客

に

迷

惑

を

か

け

て

し

ま

う

と

考

え

、

未

提

出

と

す

る

企

業

も

多

い

よ

う

で

す

。

　

今

後

は

、

公

正

取

引

委

員

会

の

下

請

法

違

反

事

例

の

公

表

等

も

あ

り

、

業

界

特

有

・

企

業

特

有

の

特

異

な

慣

習

・

制

度

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

見

直

し

を

さ

れ

て

い

き

ま

す

。

今

ま

で

の

調

達

部

門

任

せ

で

は

な

く

、

経

営

的

視

点

で

見

直

し

が

進

ん

で

い

き

ま

す

。

　

最

終

的

に

は

、

２

０

３

０

年

に

は

費

用

項

目

別

の

標

準

基

礎

デ

ー

タ

（

イ

ン

デ

ィ

ケ

ー

タ

）

を

基

準

に

「

契

約

方

法

」

「

価

格

転

嫁

ル

ー

ル

」

は

自

動

化

に

向

か

っ

て

い

き

ま

す

。

で

は

、

経

営

的

視

点

で

具

備

す

べ

き

内

容

を

お

さ

え

て

い

き

ま

す

。

①

価

格

転

嫁

の

自

動

化

の

た

め

の

方

向

性

　

「

価

格

転

嫁

」

を

自

動

化

す

る

た

め

に

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

ハ

ー

ド

ル

が

存

在

し

ま

す

。

現

状

は

、

大

手

企

業

で

あ

っ

て

も

調

達

部

門

任

せ

と

な

っ

て

お

り

、

日

常

業

務

優

先

で

未

だ

不

十

分

な

状

況

で

す

。

今

後

は

、

調

達

部

門

任

せ

で

は

な

い

監

査

機

能

に

よ

る

「

見

え

る

化

」

「

牽

制

機

能

」

の

強

化

が

必

要

と

な

っ

て

き

ま

す

。

　

前

提

と

し

て

は

、

価

格

転

嫁

に

「

勝

っ

た

（

う

ま

く

い

っ

た

）

／

負

け

た

（

う

ま

く

い

か

な

か

っ

た

）

」

と

い

う

二

値

的

な

考

え

方

が

固

着

し

て

い

る

取

引

関

係

の

解

消

が

ス

タ

ー

ト

で

す

。

将

来

的

に

は

個

別

打

ち

合

わ

せ

は

不

毛

な

時

間

と

な

っ

て

く

る

よ

う

な

シ

ス

テ

ム

化

に

な

る

と

考

え

て

い

ま

す

。

　

材

料

相

場

と

同

じ

よ

う

に

、

賃

率

相

場

・

電

力

相

場

・

物

流

費

相

場

な

ど

基

準

値

を

も

と

に

、

自

動

反

映

で

ス

ラ

イ

ド

式

の

運

用

に

な

っ

て

い

き

ま

す

。

そ

の

た

め

今

後

は

、

両

社

と

も

引

合

・

見

積

り

・

査

定

・

契

約

が

、

最

も

重

要

な

労

力

を

か

け

る

べ

き

プ

ロ

セ

ス

と

な

っ

て

い

き

ま

す

。

あ

と

は

、

自

動

化

で

改

定

す

る

だ

け

と

な

り

ま

す

。

②

自

動

化

の

た

め

の

二

つ

の

前

提

　

自

動

化

の

た

め

の

一

つ

目

は

、

中

期

経

営

計

画

や

年

次

経

営

計

画

の

も

と

、

「

予

算

管

理

制

度

」

の

変

更

が

必

要

で

す

。

そ

の

た

め

に

「

経

営

計

画

」

「

販

売

計

画

」

「

利

益

・

原

価

等

予

算

計

画

」

は

、

価

格

転

嫁

分

の

予

実

管

理

が

必

要

と

な

っ

て

き

ま

す

。

「

販

売

価

格

転

嫁

予

実

」

「

調

達

／

外

注

価

格

転

嫁

予

実

」

の

想

定

を

も

と

に

、

「

経

営

努

力

成

果

予

実

」

と

分

け

て

管

理

す

る

必

要

が

出

て

き

ま

す

。

予

算

制

度

な

ど

の

「

管

理

会

計

」

と

「

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

と

の

価

格

転

嫁

ル

ー

ル

と

運

用

」

の

仕

組

み

が

必

須

と

な

っ

て

き

ま

す

。

　

自

動

化

の

た

め

の

二

つ

目

は

、

適

正

な

「

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

」

で

、

Ｄ

社

事

例

で

紹

介

し

ま

す

。

③

安

定

調

達

が

で

き

る

「

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

」

　

「

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

」

と

は

、

「

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

を

管

理

・

統

制

す

る

こ

と

」

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

調

達

品

の

特

性

を

も

と

に

、

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

を

重

要

度

別

に

設

定

し

、

「

最

適

な

関

係

性

を

構

築

す

る

こ

と

」

で

す

。

そ

の

た

め

に

、

対

応

基

準

を

中

堅

企

業

Ｄ

社

事

例

と

し

て

図

表

で

ご

紹

介

し

ま

す

。

ラ

ン

ク

を

Ｓ

か

ら

Ｇ

ま

で

設

定

し

て

、

重

要

度

別

に

対

応

基

準

を

運

用

し

ま

す

。

ポ

イ

ン

ト

は

、

次

の

２

点

を

目

的

に

実

施

し

ま

す

。

　

●

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

を

重

要

度

別

に

自

社

の

経

営

資

源

と

し

て

強

い

関

係

性

を

保

持

す

る

こ

と　

●

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

の

抱

え

て

い

る

問

題

を

重

要

度

別

に

全

社

共

有

し

て

安

定

的

・

継

続

的

取

引

を

可

能

に

す

る

こ

と（

お

わ

り

）


